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	粘土粒子は、ケイ酸四面体と水酸化アルミニウム六面体が重なった構造している。1μｍ以下の粘土粒子が集まってシルトという粘土凝集体となり、その大きさは数μｍから２００μｍである。このような構造物の中身を調べるには、マイクロPIXEからのX線を用いたCTを用いると良い。静電加速器で数MeVまでにイオンを加速し、強収束マグネットを用いて１μｍ径までにビームを絞り込み、金属ターゲットに照射すると、その金属元素固有のエネルギーを持った準単色のX-線が発生（マイクロPIXEと言う）する。このX線を粘土粒子に色...
	図１はCr-K-X線のCTから得られた3次元立体画像である。粘土粒子の形状が良く分かる。Cr-K-X線のCTとV-K-X線のCT画像には、Si＋Alの分布が表れている。この２つのX線CT画像の差が、図１の右である。粘土粒子の表面、厚さ約１０μｍにCs元素が分布していることが確認できた。
	図１　ミクロンCTで撮影した粘土粒子の断層図

